
第２回強化委員会

1 出 席 者 委 員 長 大野　直志（東北：八戸工業高校）
トラック主任 百々　敦史（東海：朝明高校）
ロード主任 伊藤栄一郎（関東：昭和第一学園高校）

徳地　末広（近畿：榛生昇陽高校）
山本　宏恒（関東：作新学院高校）
班目真紀夫（東北：東白農商高校）

2 　

平成20年7月31日（木）１８：００～２０：００

3 議　事

（１）,
（２）, 高体連事業報告について
（３）, その他

（１）　高体連選手参加予定大会・事業等について

　①2008年日韓学生対抗自転車競技選手権大会（学連共催事業）
期日 平成２０年１１月　２日(日)～３日（月）予定
会場 未定

選考方法

※実施予定種目　　TT・SP・KR・IP・PR・TSP

　②平成２０年度全日本チーム対抗自転車競技大会
期日 平成２０年１１月　３日(月)
会場 静岡・日本CSC

選考方法

　③平成20年度 全国高体連トラック･ロード全国合宿・強化指定選手選考会
期日 平成２０年１２月２３日(火)～１２月２６日(金)　３泊４日
会場 宮崎県総合運動公園　自転車競技場

〒889-2151 宮崎県宮崎市宮崎市大字熊野1443-12
TEL:0985-58-6543　FAX:0985-58-4560

・ 全国ブロック合宿のJCF補助金のうち３０％を使用して参加費の軽減を図る。
・ 申し込みは全国ブロック合宿等のタイムを参考に選考する。
・ ブロック合宿に出場していない選手も参加可能。但し参考タイムを申告する。
・ ロード合宿は３部練習を実施予定（１日150km前後のトレーニング)
・ ロードは全国合宿を１次合宿として、２次合宿を実施予定。
・ 全国高体連トラック海外事業及び、全国高体連強化指定選手の選考資料とする。

４ｋｍTP、TSの全国高校総体優勝および上位入賞チームから選考する。
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日程および会場

パイオランドホテル　小会議室　さいたま市大宮区

高体連参加予定大会・事業等について

　日韓対抗は全国高校総体チームスプリント優勝チームと、個人種目の中から
４名を選考してチームを編成する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。



　④２００８年ツール・ド・ラビティビの不参加決定による代案について

・ 大会名：　ＧＰルーブリランド

・ 大会期間：8月29日(金)～31日(木)　3日間4ステージ 開催地：スイス

【選手団】
監督 三浦 恭資 ( ＪＣＦロード競技部会長）
コーチ 大野 直志 ( ジュニア強化育成部会支援スタッフ）
ﾒｶﾆｯｸ 伊藤栄一郎 ( ジュニア強化育成部会支援スタッフ）

選手 １.野口 正則（榛生昇陽高校）２.笠原 恭輔(江戸川取手高校）３.元砂 勇雪（榛生昇陽高校）
４.平井 栄一（横浜高校）５.大中 巧基（北桑田高校）６.清水 　峻(日出暘谷高校）

※選考は全国合宿(２次）と大会等の成績により強化委員会で決定、ＪＣＦに推薦しました。

　⑤ジロ・デ・バジリカータについて

・ 大会期間：9月11日(木)～14日(日)　　　派遣日程：9月8(月)～9月16日(火)予定
・ 開催地：イタリア　・負担金：15万円程度　※20万円前後に上がる可能性があります。

・ 選考人数6人　(高校生3人・大学生2人・実業団1人)

【選手】　「みちのくステージレースｉｎいわて」の結果から以下の選手をＪＣＦに推薦しました。

山本 元喜 （ 奈良・奈良北高校） 　補欠１　石橋 　修（青森・青森山田高校）

小村 知之 （ 青森・八戸工業高校） 　補欠２　小黒 祐也（新潟・吉田高校）

末永 周平 （ 宮城・東北高校） 　補欠３　中尾 佳祐（埼玉・川越工業高校）

（２）　高体連事業報告について

●　全日本アマチュア選手権大会の結果について

平成２０年　５月２４日（土）～　５月２５日（日）   関西ｻｲｸﾙｽﾎﾟｰﾂｾﾝﾀｰ自転車競技場（400m）　

チーム・スプリント　　　　　1位
1.箱田 優樹(青森商業）2.近藤龍徳(岐阜第一)3.今井一誠(昭和第一学園)
4.伊藤裕貴(朝明)5.末木浩二(甲府工業)

チーム・パーシュート　　　2位
1.佐々木  龍(横浜)2.元砂勇雪(榛生昇陽）3.野口正則(榛生昇陽)4.大中巧基(北桑田)
5.吉田茂生(岐南工業)6.新山将史(八戸工業)

●　全日本選手権の結果について

平成２０年　６月１４日（土）～　６月１５日（日）　  グリーンドーム前橋（周長335m）

チーム・スプリント　　　　　　２位
1.箱田 優樹(青森商業）2.今井一誠(昭和第一)3.伊藤裕貴(朝明高校)4.末木浩二(甲府工業

チーム・パーシュート　　　　3位
1.佐々木  龍(横浜)2.吉田茂生(岐南工業)3.新山将史(八戸工業)4.近藤龍徳(岐阜第一）

（３）その他

●　ツール・ド・おきなわの高体連推薦選手について

　ツール･ド･ラビティビ（カナダ）の日程変更により、インターハイ出場に影響が出てしまうので不参加を決定
しました。代案としてスイスで開催される「G.P.ルーブリランド」を計画し、JCF代表選手と高体連代表選手が
一緒に行けるように調整してきましたが、燃料高騰による経費の増大により個人負担金が大幅に増えた事と2
チーム目のオファーが無かったことで、高体連の海外遠征は困難になり、中止することになりました。しかし、
JCFではジュニア選手強化事業追加として派遣していただけることになったので、高体連強化委員会で、選
手選考をして推薦いたしました。
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強化指定選手、大会の成績などを参考に強化委員会で選考してﾂｰﾙ･ﾄﾞ･おきなわ協会に推薦する。
※参加費免除・指定宿舎2泊（現金支給なし)・委員会から本人に連絡後、本人が申し込みをする


